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2020年度

研究不正防止講習会

（Web開催）

【受講期間：2020年7月13日～31日】

事務局 研究推進課支援係長 河野 雅司
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1. 導入（不正行為等を行うと…）

2. 当所における不正防止の取組

3. 参考資料・サイト紹介

内容



文部科学省の予算の配分又は措置により行われる研究活動において
不正行為が認定された事案（2019年度7件、前年比1件減）

1. 導入（不正行為等を行うと…）
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番号  不正事案の研究分野 
不正行為に関与した者等

（所属機関、部局等、職名） 

不正行為の種別

(捏造、改ざん、盗用等) 
報告受理日 

2019-01 ドイツ政治文化思想史
東洋英和女学院大学　人間科学

部　教授
ねつ造・盗用 2019/4/26

2019-02 経営学 創価大学　経営学部　教授 盗用 2019/5/10

2019-03 薬学
神戸学院大学　薬学部　元助

教、教授
改ざん 2019/6/5

2019-04 生化学、分子生物学
横浜市立大学大学院博士後期課

程学生、教員（所属は非公開）
ねつ造 2019/6/20

2019-05 組織分析学 東京理科大学　経営学部　教授 盗用、改ざん 2019/7/23

2019-06 商学、経済政策
中村学園大学　流通科学部　准

教授
盗用 2019/10/11

2019-07 教育学
広島大学大学院教育学研究科博

士課程後期・大学院生
盗用 2019/12/23

文科省ホームページより

特
定
不
正
行
為



研究機関における不正使用事案（2019年度10件、前年比5件増）

1. 導入（不正行為等を行うと…）
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番号 研究機関名 不正が行われた年度 不正の種別

不正に

支出された

研究費の額

不正に関与

した研究者数

（実人数）

最終報告書

提出日

201901 広島大学 平成26,29年度 謝金の架空請求（カラ謝金） 143,800円 1人 2019/5/10

201902 立教大学 平成27～30年度 カラ謝金、旅費の虚偽請求 906,810円 1人 2019/6/28

201903 大分大学 平成25～30年度
架空請求による目的外使用、故意に

よる旅費の二重請求、カラ出張
1,021,670円 1人 2019/7/11

201904
広島大学、東京大学、

人間文化研究機構
平成23～30年度 旅費の重複受給、旅費の虚偽請求 9,996,934円 1人 2019/8/28

201905 北海道大学 平成28年度 架空請求（カラ給与） 291,666円 1人 2019/8/29

201906 熊本県立大学 平成29年度 架空請求（カラ給与） 25,830円 1人 2019/10/30

201907 情報・システム研究機構 平成25～30年度
旅費の水増し請求、カラ出張、学会

参加費の水増し請求、通信費の架空
1,324,120円 1人 2019/12/9

201908 兵庫県立大学 平成30年度 目的外使用 330,261円 1人 2020/3/9

201909 京都大学 平成28～30年度
架空請求（カラ出張、カラ給与）、

還流行為、補助金の目的外使用
788,820円 1人 2020/1/30

201910 東海大学 平成27年～30年度
旅費の重複受給による公的研究費等

の目的外使用
185,240円 1人 2020/3/31

文科省ホームページより



1. 導入（不正行為等を行うと…）
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「競争的資金の適正な執行に関する指針」（平成17年9月19日競争的資金に関する府省連絡会申し合わせ、平成24年10月17日改正）

資格制限は9府省の競争的資金に一斉適用



1. 導入（不正行為等を行うと…）
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【不正事案の公表について】
平成26年度以降の文部科学省関連の競争的資金制度において、研究費の不正使用等を行った研究者や善管注意

義務に違反した研究者のうち、応募資格が制限された研究者については、原則、研究者氏名を含む当該不正の概要を
文部科学省のHPにおいて公表する。



1. 導入（不正行為等を行うと…）
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研究者の不正行為及び研究費不正使用等の防止に関する要綱(第18条)

「不正行為等があったと認定された被告発者(中略)に対し、必要に応
じて(職員就業規則等)に基づく懲戒処分等を行う。」

職員就業規則(第64条)

「職員が、次の各号のいずれかに該当するときは、懲戒する。」
「(第7号) 以上に掲げるほか、この規則又は財団の諸規程に違反し、
職務上の義務の履行を怠った場合」

公正な研究活動を確保するための行動規範

「２ 研究者の行動規範
不正行為等を行わない。
不正行為等に加担しない。
周囲の者に不正行為等をさせない。」



① 医学研実験ノートの運用

→ 研究・実験の客観的な記録を日々適切に記録する

ことによって、ねつ造や改ざん等の不正行為の発生源

を断ち、研究の適正性を確保する。

→ ノートの管理、記載方法、保存等の運用ルールを

定めた「実験ノート作成お作法集」に基づいて運用す

る。

➢ 研究者の不正行為及び研究費の不正使用等の防止に関する要綱

（平成19年10月18日）

➢ 不正行為等防止計画（平成27年3月23日）

⚫ 不正行為等防止のための取組

2. 当所における不正防止の取組
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② 論文の事前点検制度

→ 医学研の研究員が責任著者となっているＳラン
ク以上の論文に関し、画像等に不正行為等がないこ
とを発表前（revise段階）に確認する。

→ 財団不正行為等防止委員会の下に論文事前点検
部会を設置し、実験ノート等のデータを元に、画像
の切り貼りや改ざん等の行為がないか、筆頭著者ま
たは責任著者からのプレゼン方式で確認する。

③ 研究倫理教育の実施

→（後述）
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2. 当所における不正防止の取組



⚫ 研究費の不正使用防止のための取組

① コンプライアンス教育

毎年、科研費等執行説明会を開催など（後述）

② 研究費執行における具体的な取組

1) 適切な予算の執行管理

→ 発注段階から支出財源を特定・確認するため、100万円未満の発
注については研究者が発注した内容を事務局に送付する（100万円以上
は事務局発注）。

→ 研究費の執行状況の確認を9月末と12月末に行い、執行率が低い研
究種目については研究計画の遂行に問題がないかを確認。

2) 物品等（全品）の納品検収

→ 納品時に全品、事務局で検収を行い、納品物品にマーキングを行
う。
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1. 当所における不正防止の取組



② 研究費執行における具体的な取組（続き）

3)科研費等による雇用者の適切な管理

→ 科研費等による雇用の手続き及び出勤状況の管理についてはすべ
て事務局で行う。

4) 換金性の高い物品管理

→ パソコン、タブレット型コンピュータ、デジタルカメラ、ビデオ
カメラ、テレビ、録画機器、図書等、換金性の高い物品については、
科研費で購入したことを示すシールを貼付し、事務局において番号管
理をする。

5) 研究者の出張管理

→ 研究者の出張の状況を適切に把握するため、出張復命書に宿泊先
を記入し、報告は日にちごとに打ち合わせや発表の内容、得られた知
見などを詳細に記載する。
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1. 当所における不正防止の取組み



③ 職員からの誓約書の提出

（最近の採用者など提出が必要な方には別途依頼予定）

→ 競争的資金等の運営・管理に関わるすべての構成員に対し、以
下の内容の誓約書の提出を求める。

・不正行為等防止に関わる各種規則等を遵守すること。

・不正行為等を行わない、もしくは不正行為等に関与しないこと。

・本誓約に違反した場合には、医学研や配分機関等から処分を受け
ること、及び法的な責任を負うこと。

④ 取引業者からの誓約書の提出

→ 科研費による前年度1年間の取引実績が30万円以上の業者に対
し、医学研の規則等を遵守し会計上公正かつ適切な取引を行い一切
の不正に関与しない旨の誓約書の提出を求める。
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1. 当所における不正防止の取組み



⑤ 内部監査/外部監査の実施

→ 競争的資金の管理について、毎年内部監査及び会計監査法人
による外部監査を実施

（2019年度の指摘・確認事項について、別掲のとおり）

↓
類似事例の再発防止に努めることが重要

13

1. 当所における不正防止の取組み



14

2019年度　科研費・AMED等に係る内部監査における指摘・確認事項一覧

実施日：2019年10月17日～18日　　監査人：各係長

NO 事項 指摘・確認事項

1 物品費
3月下旬が納品の消耗品を大量発注している。当課題は翌年度への繰越しを認められてはいるが、計画的な執行の点で不適

切だと思われる。

2 物品費
同一の特命業者による同日の見積りであるにもかかわらず、契約を2つに分けている理由を明らかにすること（センサー追

加とセンサー交換）。

3 物品費 ソフトウェアライセンスの購入について、画面コピーなど客観的に検収したことが分かるものを添付すること。

4 物品費 領収書のあて名漏れあり。

5 物品費
ipad proを理化学業者から購入した際に理由書を徴しているが、その前に購入したワークステーションとの関係性の記載が

不十分である。

6 物品費 納品から請求まで3か月近い期間のものがあった。

7 物品費
同一メーカーの試薬について、4日違いで発注し、それぞれ見積競争により購入しているが、合算すると100万円を超え事

務局発注となる。分けて購入する理由が不明である。

8 物品費 USBケーブルについて、祝日に量販店で私費による立替え購入をしているが、購入理由が不明である。

9 旅費 研修生の旅費支出において、片道100km未満にもかかわらず新幹線の座席指定料金が支出されており、不適切である。

10 その他

研究会開催に伴う会議室使用料の支出に関して、研究代表者は3日間の開催期間中、初日のみ出席している。出席者と議事

要旨は3日間の内訳を記さず一括で記載されているが、3日間開催されたことが分かるよう、各日ごとの出席者を記載した

資料を添付すること。

11 その他
ワークステーションのレンタル料について、本来1年の年間契約とすべきところを複数の研究費で数か月ごとの細切れに契

約しているのではないか。

12 その他
ワークステーションのレンタル料について、業者を特命する理由を客観的に証明するものがない。適切な特命理由を記載

すること。

13 その他
検体輸送委託契約における完了届にて、搬送先が当該検体を受領したことを示す書類の写しなどを添付すれば、より確実

な履行確認や適切な支出行為の確認ができるのではないかと思われる。
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2019年度　監査法人による外部資金監査の講評内容について

実施日：2019年11月7日～8日

事項 指摘・検討事項

1
内部監査の対象が分かりづらい。AMEDの課題一覧の中で知財センターに移管した3件が内部監査の対象外であるこ

とについて、明記すること。また、所費と外部研究費のそれぞれの内部監査の範囲について明記すること。

2

対象課題の抽出について「無作為抽出」としているが、実際には金額の大きい課題を優先したり前年度の対象課題

を避けたりしている。実態に合わせた抽出方法を記載すること。また、全体の件数の10％以上を対象課題として抽

出しているが、件数と併せて金額の10％以上を条件として加えるとより適切な抽出が可能となると思われる。

3 職員の採用手続

非常勤職員の採用の際に本人から提出を求めている承諾書の控除内訳の記載欄が、「社会保険料」となるべきとこ

ろが「健康保険料」の文言となっているものが一部あった。実態は厚生年金保険料を含む社会保険料を控除してい

るので、規程集に定める正しい様式を用いること。

4
不正防止研修について、未受講者が分かるような一覧管理をしているが、現時点の未受講者について、年内くらい

を目処に100％を目指して取り組んでほしい。

5
国のガイドラインで定められている業者からの誓約書の提出について、平成25年度に一斉に求めて以来、行われて

いない。最近の取引実績に基づいた提出がなされるよう、方法を検討すること。

6 手続書類
起案文書の決定日や、支払依頼書の支払済欄の日付、支出番号等について、鉛筆書きの箇所が散見される。後に残

る書類については、消えないペンで記入すること。

7

「科研費等執行の手引き」に記載されている、執行終了時期における納品日及び支払書類提出期限が守られていな

い。研究期間内に使い切れないほどの大量の消耗品を購入することがないよう期限を守ることが重要であるので、

期限経過後に例外的に認める場合のルールを明確化すること。

8

論文掲載料の支出において、論文代表者のクレジットカードで一度立て替えた経費を共著者の科研費で支出処理を

している。不正の起こる余地が生じるため、本人以外の人のクレジットカードで立て替えた経費を支払う場合の

ルールを明確化すること。

9 業者向け通知 受付に常置してあった納入業者向けの通知が平成26年と古く、内容も適切でない。撤去を検討すること。

内部監査

不正防止

執行手続
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1. 当所における不正防止の取組

⚫ 不正行為等防止と研究費の不正使用防止の両者に係る取組

（再掲）研究倫理/コンプライアンス教育の実施

→ 日本学術振興会が発行した研修プログラム「科
学の健全な発展のために」を研究倫理推進員・コン
プライアンス推進員に配付、ラボミーティング等を
活用しながら研究倫理教育・コンプライアンス推進
教育を実施（毎年度実施状況を調査）。

→ 一般財団法人公正研究推進協会（APRIN）によ
るeラーニング（eAPRIN）の受講を、医学研で研
究をしている研究員、研究補助員、研修生等に３年
に一回の頻度で実施(2015年度、2018年度に一斉受
講)。

→ 毎年、科研費等執行説明会や科研費公募説明会
の機会に研究不正防止講習を実施



外部の機関による告発・相談窓口（医学研ＨＰで公表）

あさひ法律事務所内

公益財団法人東京都医学総合研究所

不正行為等告発・相談窓口

弁護士 畑井研吾

住所 〒100-8385 東京都千代田区丸の内2-1-1
丸の内マイプラザ13階

電話番号 03-5219-0002（受付時間 平日10:00～18:00）

FAX番号 03-5219-2223

E-mail igakuken.kokuhatsusoudan@alo.jp

医学研に所属する職員等については、
事務局長に直接告発等を行うことができま
す。
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1. 当所における不正防止の取組
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3. 参考資料・サイト紹介

日本学術振興会「研究公正 研究倫理教育教材」
https://www.jsps.go.jp/j-kousei/rinri.html

「研究公正」でWeb検索すると…

科学技術振興機構(JST)「研究公正ポータル」
https://www.jst.go.jp/kousei_p/index.html

日本医療研究開発機構(AMED)「研究公正に関する教育研修教材」
https://www.amed.go.jp/kenkyu_kousei/kyouiku_kenshu_kyouzai.
html
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3. 参考資料・サイト紹介
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3. 参考資料・サイト紹介
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3. 参考資料・サイト紹介
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3. 参考資料・サイト紹介



23

3. 参考資料・サイト紹介
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3. 参考資料・サイト紹介
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3. 参考資料・サイト紹介
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3. 参考資料・サイト紹介
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3. 参考資料・サイト紹介
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3. 参考資料・サイト紹介
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3. 参考資料・サイト紹介
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3. 参考資料・サイト紹介

AMEDの他の教材例
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おわりに

不正防止の取組に当たっては、テキストや説明による受講だけで
なく、事例形式での学習やラボ・ミーティング等でのディスカッ
ションが有効

今後も、参考資料や所内のラボ・ミーティング等での効果的な取
組などがあれば、随時情報提供していきます。



ありがとうございました。
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